
第３学年 国語科学習指導案（話すこと・聞くこと領域） 

 
 
 
                          

授業者：上森 奈々子 
児 童：３年２組３１名 

１ 単元構想 
（１）児童の実態 

 

 

 
（２）国語科の目標と系統性 

 

 

 

 

 

 
（３）教材の特性と主たる言語活動 

① 教材の特性 
本単元では、グループで考えをまとめる話合いについて学習する。司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの

意見の共通点や相違点に着目して考えをまとめる力を身に付けていく。「一年生が本を好きになってくれるような読み
聞かせをする」ことを目的に、「どの本を読むか」を決めることを話合いのゴールとする。グループ内の役割や、話合
いの進め方、話合いをまとめる段階の思考の整理の仕方について視覚化することで、考えをまとめる話合いのプロセス
や思考の整理の仕方を捉えることができるようにする。自分たちの話合いを振り返る活動を位置付けながら繰り返し話
し合うことで、考えをまとめるためのよりよい話合いの仕方に関わる資質・能力の育成につなげることができる教材で
ある。 

  ② 主たる言語活動「意見をまとめるために、話し合う活動」 
    司会や記録など、話合いで必要な役割を理解し、担当する役割で気を付けることを考えながら話し合うことで、考 

えをまとめる話合いにつながることに気付くことができる。また、実際に行った話合いを振り返ることで、考えをまと
める話合いにおける進行の仕方や、考えの整理の仕方、話合いで使う言葉や話し方など、よりよい話合いにつながる方
法について考えを深めることができる。 

 
（４）本研究主題達成のための手立て             

①よりよく獲得させたい国語科固有の資質・能力 

役割を果たしながら話し合い、考えをまとめる力 

②学びを推進する力（汎用的な資質・能力） 

＜論理的に思考する力＞ 
考えを整理する力 

＜評価する力＞ 
話合いを振り返り、よかった点・改善したい点を見いだ

す力 

③具体的方策 

（第５・７時）※本時 
  話合いの進行や思考を視覚化した話合いシートを用 
い、全員が進行に沿って話し合えるようにする。出さ
れた意見の理由を比べ、共通点や相違点に着目し、意
見が書かれた付箋を動かしながら話し合えるようにす
る。  

（第５・７時）※本時 
よりよい話合いについて考えをもつために、考えをまと

めることができたのは、どんな点がよかったからか、ま
た、どのように話し合えば考えをまとめることにつながっ
たのか、グループでの話合い後に振り返る活動を設定す
る。 

   
 

進行を考えながら話し合おう 
中心学習材「はんで意見をまとめよう」（光村図書３年下） 

 

  

 
・２年生で学習した友達の話を受けて話をつなぎ（質問・復唱・共感・感想）ながら考えを広げる話合いが、まだ十分に身
に付いていないが、共感的に聞こうとする児童が多い。 

・グループや学級会などで話し合う経験をしているが、どのように話し合うことが考えをまとめることにつながるかについ
ては無自覚である。 

 
 

〔知〕話合いで使う語句の量を増し、話や文章の中で使うと共に、 
言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解 
し、語彙を豊かにすることができる。 （知（１）語彙 オ） 

〔思〕目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し
合い、互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをまと
めることができる 
（Ａ（１）話合いの進め方の検討、考えの形成、共有 オ） 

〔学〕積極的に互いの意見を比べながら話し合い、意見を整理しな
がら粘り強く考えをまとめようとする。 

２年「そうだんにのってく
ださい」 

考えを出し合い、話をつ
なげながら話し合う。 
 

３年「山小屋で三日間すご
すなら」 

 話し合って、考えを広げ
たりまとめたりする。 

４年「クラスみん
なで決める
には」 

役割を意識しな
がら話し合う。 

 



２ 単元の学習計画 
（１）単元の評価規準 

〔知〕話合いで使う語句の量を増し、話や文章の中で使い、言葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理 
   解し、語彙を豊かにしている。                          （知（１）語彙 オ）                             
〔思〕「話すこと・聞くこと」において、目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意

見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめている。  
（Ａ（１）話合いの進め方の検討、考えの形成、共有 オ） 

〔主〕積極的に互いの意見を比べながら話し合い、意見を整理しながら粘り強く考えをまとめようとしている。 
 
（２）指導と評価の計画（８時間） 

次 時 ○学習活動  
指導上の留意点 

〈発揮させる学びを推進する力〉 
評価規準・評価方法等 

一 

１
・
２ 

○学習計画を立てる。 
・・言語活動を知り、課題を設定す

る。 
 
・学習計画を立てる。 
 
 
 
  

・これまでの自分たちの話合いの仕方を振
り返り、考えをまとめる話合いでうまく
いかなかった具体場面を想起すること
で、目指すよりよい話合いの姿を共有
し、学習への課題意識につなげる。 

〈課題を設定する力〉 
・図書館祭りの取組で、一年生に読み聞か
せを行うためにグループで話合いを行う
ことを示し、学習活動への見通しがもて
るようにする。    〈見通す力〉 

 

 

二 

３ 

○話合いの進め方を確かめる。 
・話合いのモデルを基に、話合いの
役割や進め方を確かめる。 

 
 
 
 

・話合いの映像資料を用い、話合いの進め
方、役割、発言の仕方などについてイメ
ージをもてるようにする。 

・話合いの進め方の具体を確かめるため
に、話合いのモデルとなる音声と教科書
の文例を示す。 

・実際の話合いで用いる思考ツールと意見
を整理するための付箋の動かし方を示
し、話合いの進め方を見通せるようにす
る。        〈見通す力〉 

 

４ 

○話し合う内容に対する自分の意見
を考える。 

・「話合いの目的」と、「決めるこ
と」に沿った意見を付箋に書く。 

 

 

・目的を「読み聞かせをするグループの一
年生と仲良くなる遊びをする」とし、決
めることを「どんな遊びがよいか」とす
る。また、遊びは、業間休みにできるも
のとする。 〈論理的に思考する力〉 

 

 
 

 

 

 

５ 

○グループごとに、話し合う。 
・役割や進行の仕方に気を付けて話
し合う。（話合い①） 

 

・グループでの話合い後に振り返る活動を
設定し、よりよい話合いとはどのような
ものか、考えをもてるようにする。ま
た、うまくいかなかった点を共有し、話
合い②の課題として設定する。 
〈論理的に思考する力〉〈評価する力〉 

 

 

６ 

○話し合う内容に対する自分の意見
を考える。 

・「話合いの目的」と、「決めるこ
と」に沿った意見を付箋に書く。 

 

・目的を「一年生が本を好きになってくれ
るような読み聞かせをする」、決めるこ
とを「どの本を読むか」とする。また、
選ぶ本は、「城南セレクション１年生」
の中から５分で読めるものとする。 

〈論理的に思考する力〉 

 

７
（
本
時
） 

○グループごとに、話し合う。 
・役割や進行の仕方に気を付けて、
話し合う。（話合い②） 

 

・話合い①を想起することで、課題意識を
もって話し合えるようにする。 

・話合いを振り返り、よりよい話合いとは
どのようなものか、考えをもてるように
する。 
〈論理的に思考する力〉〈評価する力〉 

 

 

考えをまとめるためには、ど
のように話し合うとよいか。 

［知識・理解］ 
活動の様子・動画 
司会や、意見を話す際に

用いる語句を、話合いの中
で使っているか確認する。 

 
［思考・判断・表現］ 
活動の様子・動画・発言 
 話合いの進め方や、自分 
の役割を意識しながら話し 
合い、共通点や相違点に着 
目し、考えを整理している 
か確認する。 

 
［主体的に学習に取り組む
態度］ 

活動の様子・動画・発言 
 積極的に互いの意見を比 
べながら話し合い、意見を 
整理しながら粘り強く考え 
をまとめようとしているか 
確認する。 

 

どのように話合いを進めてい
るか。 

話合い①「どんな遊びがよい
か」に対する意見を用意しよう。 

考えをまとめるためには、どの
ように話合いを進めるとよいか。 

 

 

話合い②「どんな本がよいか」
に対する意見を用意しよう。 

考えをまとめるためには、ど
のように話合いを進めるとよい
か。 

 

 



三 ８ 

○考えをまとめる話合いについて、
振り返る。 

・考えをまとめるためのよりよい話
合いについて、自分の考えをまと
める。 

 

・ＩＣＴで記録した音声を基に、話合いを
振り返り、気付いたことを共有すること
で、単元全体の課題「考えをまとめるた
めにはどのように話し合うとよいか」に
対する考えをまとめられるようにする。 

〈メタ認知する力〉 

 

 
３ 本時の指導（７／８時） 
（１）ねらい 
    目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えを

まとめることができる。 
（２）展開 

学習活動   
指導の手立て 

〈主に発揮させる「学びを推進する力」〉（※評価） 
１ 前時の学習を想起する。 
 ・前時の話合いを振り返る。 
 
２ 学習課題を確認する。 
 
 
 

 
・話合い①を振り返り、話合いのよかった点・改善点を確認す
ることで、本時の学習課題につながるようにする。 

 
 

３ ４人１グループで、考えをまとめる話合いを行
う。 

 
 
 
 
（１）進行に沿って、話し合う。   
  ・目的：一年生が本を好きになってくれるような読

み聞かせをする 
・決めること：どの本を読むか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）自分たちの話合いを振り返る。 
  ○考えをまとめることができたのは、どんな点がよ

かったからですか。 
   
４ 学習のまとめをする。 
・課題に対するまとめを整理する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
・進行や思考を視覚化した話合いシートを用い、全員が進行に  
 沿って話し合えるようにする。出された意見の理由を比べ、  
共通点や相違点に着目し、付箋を動かしながら話し合えるよ 
うにする。              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〈論理的に思考する力〉 

※話合いの進め方や、自分の役割を意識しながら話し合い、共
通点や相違点に着目し、考えを整理している。 

（ワークシート・発言・録音） 
 

・よりよい話合いについて考えをもつために、考えをまとめる
ことができたのは、どんな点がよかったからか、また、どの
ように話し合えば考えをまとめることができたと考えるか、
グループごとに振り返ったことを、全体で共有することで、
まとめにつなげる。           〈評価する力〉 

 
・話合いについて振り返ったことを全体で共有することで、考
えをまとめるためのよりよい話合いの進め方について整理す
る。 

５ 学習を振り返る。 
 ・本時の課題解決につながった学び方を振り返る。 
 

・課題解決につながった学び方について振り返り、価値付け
る。次時では、考えをまとめる話合いについて単元全体を通
して振り返ることを確認する。 

 

考えをまとめるためには、どのように話合い
を進めるとよいか。 

・話合いの進め方に合わせて司会をし、意見をもら
う。 

・目的や「決め方」に合わせて、出された意見を整
理する。 

・意見を整理するときは、理由を比べる。 
 

 【ワークシート】    グループ 

目的                           

決めること                        

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 司会者 Ｂ 記録 

Ｃ 時間 Ｄ 記録（動画） 

 

話合いの進め方 

 

【話合いの進め方】 

 ・話合いの目的と進め方を確かめる。 

ステージ１ 出し合う 

 ・何について意見を出してもらうかはっきりさせ

る。 

 ・決め方を確かめる。 

ステージ２ まとめる 

 ・決め方に沿って話合いを進め、目的に沿ってま

とめる。 



（３）評価 

評価規準 
《評価方法》 

話合いの進め方や、自分の役割を意識しながら話し合い、共通点や相違点に着目し、考えを整理し 
ている。《ワークシート・発言・録音》 

見取りの要素と 
表現例 

○見取りの要素 
出された意見の理由を比べ、「決め方」に沿って整理しながら話し合っている。 
①司会者は、「決め方」に沿うように話を促している。 
②意見を話す人は、「決め方」に沿うように考えの理由を伝えたり、相手の考えの理由に着目して
聞いたりして、付箋を分けている。 

③記録者は、出された意見を比べ、意見や理由の共通点や相違点に着目して付箋を分けている。 
【例】 
 司会：聞いていて楽しい気持ちになるお話かどうか（決め方）、話し合いましょう。 
 意見：「（本の題名）」がいいと思います。少しずつ言葉が増えて文が長くなっていくお話なの

で、音読の仕方を工夫すると、一年生も聞いていて楽しいと思います。  

個に応じた支援 
・思考ツールを用いて話し合うことで、どの段階の話合いをしているかを確認する。 
・思考ツールと話合いの進め方を一枚のシートに示し、話合いの段階に合わせて、使う言葉を選べる
ようにする。 

 


